
 

 

静岡県立静岡がんセンター認定看護師教育課程入学試験 

【がん薬物療法看護分野】筆記試験 過去問題 

 

 

次の問題の文章を読み、適切な答えを 1つ選びなさい。 

 

【問 1】CTCAE（Common Terminology Criteria for Adverse Events） version 5.0「有害事

象共通用語基準 v5.0日本語訳 JCOG版」の倦怠感に関する記述で、「身の回りの日常生活を制

限するだるさがある,または元気がない状態」に該当する Grade評価はどれか。 

 

① Grade1 

② Grade2 

③ Grade3 

④ Grade4 

 

 

【問 2】抗がん薬の作用機序について正しい組み合わせはどれか。 

 

a. シクロホスファミド（エンドキサンⓇ）は、細胞周期非特異的である。 

b. ドキソルビシン（アドリアシンⓇ）は、トポイソメラーゼⅡ阻害である。 

c. ビンクリスチン（オンコビンⓇ）は、微小管の脱重合を阻害する。 

d. フルオロウラシル（5-FU）は、DNA合成を阻害し M期特異的である。 

 

① a、b  ② a、d  ③ b、c  ④ c、d 

 

 

【問 3】アルキル化薬に分類されない薬剤はどれか。 

 

① シクロホスファミド（エンドキサンⓇ） 

② ベンダムスチン（トレアキサンⓇ） 

③ ビンクリスチン（オンコビンⓇ） 

④ ダカルバジン（ダカルバジンⓇ） 

 

 

【問 4】抗悪性腫瘍薬と標的分子の組み合わせで正しいものはどれか。 

 

①セツキシマブ（アービタックスⓇ）………………FGFR 

②ダラツムマブ（ダラザレックスⓇ）………………CD30 

③クリゾチニブ（ザーコリⓇ）………………………EGFR 

④ダブラフェニブ（タフィンラーⓇ）………………B-RAF 

 

 



 

 

【問 5】炎症性抗がん薬（イリタント薬）に分類されるのはどれか。 

 

① ドセタキセル（タキソテールⓇ） 

② イリノテカン（トポテシンⓇ） 

③ アムルビシン（カルセドⓇ） 

④ ビンクリスチン（オンコビンⓇ） 

 

 

【問 6】疾患と治療薬の組み合わせで誤っているのはどれか。 

 

① 非小細胞肺がん…………………………… エトポシド（ペプシドⓇ） 

② 胃がん……………………………………… カペシタビン（ゼローダⓇ） 

③ 膀胱がん…………………………………… ゲムシタビン（ジェムザールⓇ） 

④ 膵がん……………………………………… オキサリプラチン（エルプラットⓇ） 

 

 

【問 7】胃がんの術後補助化学療法に用いられるレジメンでないのはどれか。 

 

① テガフール・ギメラシル・オテラシルカリウム（ティーエスワンⓇ）単剤 

② カペシタビン（ゼローダⓇ）＋オキサリプラチン（エルプラットⓇ） 

③ テガフール・ギメラシル・オテラシルカリウム（ティーエスワンⓇ）＋シスプラチン（シ

スプラチンⓇ） 

④ テガフール・ギメラシル・オテラシルカリウム（ティーエスワンⓇ）＋ドセタキセル（タ

キソテールⓇ） 

 

 

【問 8】わが国のがん統計に関する次の記述のうち、正しい組み合わせはどれか。 

 

a. 部位別死亡数で、膵がんは男女ともに近年増加している。 

b. 2022年の統計では、男性の部位別死亡数で最も多いのは肺がんである。 

c. 2022年の統計では、女性の部位別死亡数で第 2位は大腸がんである。 

d. 部位別死亡数で、前立腺がんは近年減少傾向にある。 

 

① a、b  ② a、d  ③ b、c  ④ c、d 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

【問 9】がん検診に関する次の記述のうち、正しいのはどれか。 

 

① 胃がん、大腸がん、肺がんのがん検診受診率は、いずれも男性よりも女性の方が高い。  

② 肺がん検診では、すべての対象者に喀痰細胞診を勧めている。 

③ 乳がん検診の方法として、問診、乳房エックス線検査（マンモグラフィ）、触診が推奨さ

れている。 

④ 大腸がん検診の対象年齢は 40歳以上である。 

 

 

【問 10】口腔粘膜炎／口内炎について誤っているのはどれか。 

 

① 口腔内に強い疼痛がある場合は、ブラッシングよりも生理食塩水での含嗽を促す。 

② 口腔内の乾燥やカンジダ症が味覚障害の原因となる場合がある。 

③ EGFR阻害薬では経口摂取が困難となる Grade3以上の口内炎が高頻度に発症しやすい。 

④ 歯磨き剤には、う歯予防のため、低刺激でフッ素が配合されたものを選ぶよう指導する。 

 


